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本研究は、一人一人が音楽的な見方・考え方を働かせて、自己調整をしなが

ら表現したい音楽に近付くことのできる音楽科授業づくりについての実践研究

である。児童が自己調整しながら表現したい音楽へ向かうためには、学びを蓄

積して必要に応じてそれを活用することが大切だと考える。そこで研究では、

学びの蓄積を目指し、年間指導計画を作成し実施したモジュール学習の「マイ

タイム」と、学びの段階や変容を自覚できる一枚ポートフォリオの「マイロー

ド」を連動させ、これらが研究主題に迫ることができるかを明らかにした。 

実践を繰り返すことで「一枚ポートフォリオ」の記述には「マイタイム」で

探究を重ねた音楽を形づくっている要素に関するものが増えており、自己調整

しながら思いをより具体的に表現しようとしていることが窺えた。「マイタイム」

と「マイロード」はそれぞれ異なる学習だが、二つの学習を連動させることで

研究主題に迫ることが確認できた。 


